
 
 

 

「
ち
ょ
っ
と
で
も
安
い
も

の
を
と
工
夫
し
て
る
け
ど
、

節
約
に
も
限
界
が
あ
る
」

「
パ
ン
屋
を
し
て
い
る
。
１

度
値
上
げ
し
た
が
、
ま
た
値

上
げ
し
な
あ
か
ん
こ
と
に
な

り
そ
う
。
厳
し
い
」
な
ど
、

市
民
か
ら
深
刻
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

長
年
の
景
気
の
低
迷
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
、
コ
ロ
ナ

禍
と
す
で
に
市
民
の
暮
ら

し
・
生
業
は
痛
め
つ
け
ら
れ
、

「
自
助
」
で
乗
り
越
え
ら
れ

る
限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
の
対
策
は
、

「
選
挙
対
策
」
と
も
言
わ
れ
、

場
当
た
り
的
で
、
８
月
末
ま

で
期
限
が
切
ら
れ
て
い
る
も

の
も
多
く
、
と
て
も
国
民
生

活
を
救
済
で

き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

党
市
議
団

は
、
物
価
の

高
騰
か
ら
市
民
を
守
る
16
項

目
の
緊
急
対
策
を
、
市
に
要

望
。
国
に
き
っ
ぱ
り
も
の
を

言
う
と
と
も
に
、
独
自
の
支

援
に
た
だ
ち
に
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

政
府
に
対
し
て
は
、
消
費

税
引
き
下
げ
、
賃
上
げ
、
年

金
減
額
の
撤
回
な
ど
の
声
を

上
げ
る
こ
と
を
要
求
。 

 

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

燃
料
費
補
助
な
ど
事
業
継
続

の
た
め
の
直
接
支
援
や
、
人

命
を
守
る
た
め
に
生
活
保
護

費
へ
の
夏
季
加
算
を
行
う
こ

と
、
給
食
費
を
値
上
げ
せ
ず

質
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
示

し
、
全
庁
を
あ
げ
て
市
内
の

実
情
を
つ
か
み
、
市
民
を
救

え
と
求
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
約
８
億
円
の
臨

時
交
付
金
が
国
か
ら
措
置
さ

れ
ま
す
。
議
会
で
の
追
及
と

も
合
わ
せ
、
実
効
性
、
即
効

性
の
あ
る
対
策
の
実
現
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
望
の

全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

 毎年恒例、憲法記念日に穀田衆院

議員（写真左）が大津で訴え。参議院

選挙では、戦争する国づくりか９条

に基づく平和な日本、そして25条（生

存権）を生かして「自己責任」政治を

転換することが問われていると強調

しました。 

 石堂予定候補も、平和をぶ

れずに貫く日本共産党を伸ば

して！と訴えました。 

写真提供：滋賀民報社 

 

 

５
月
19
日
、
今
年
度
の
大
津
市
議
会
が
招
集

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
爪
痕
は
深
く
、
物

価
高
騰
が
大
津
市
に
も
襲
い
か
か
っ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
気
持
ち
も
新
た

に
、
市
民
を
守
る
た
め
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

 

年 

月号

（
裏
面
に
続
く
） 

 

５
月

13
日
に
開
か
れ
た

大
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
、
今
年
度
の
保
険
料
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
モ
デ
ル
世
帯

（

歳
40

夫
婦
子
ど
も
１
人
所

得
２
０
０
万
円
）
で
35
万
２

０
４
０
円
と
、
昨
年
度
か
ら

４
１
８
０
円
減
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
県
が
示
し
た

標
準
保
険
料
よ
り
も
高
く
、

モ

デ

ル

世

帯

で

所

得

の

17
％
以
上
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

市
は
、
今
年
度
の
保
険
料

算
定
に
つ
い
て
、
先
行
き
が

不
透
明
な
こ
と
も
あ
り
、
金

額
が
乱
高
下
し
な
い
よ
う
、

保
険
料
収
納
率
を
「
辛
め

に
」
設
定
し
た
と
し
て
、
２

年
続
け
て

95
％
を
超
え
て

い
る
収
納
率
を

94
％
予
定

に
し
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の

１
％
で
、
モ
デ
ル
世
帯
で
２

～
３
千
円
、
保
険
料
が
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
前
年
度
決
算
は
剰

党
市
議
団
が
緊
急
要
望 

市民の願い実現へ 
新年度もダッシュ! 

2022年度議会の所属委員会 

◎委員長、○副委員長

杉

浦 

教育厚生

常任 

ゼロカーボン
シティ推進対
策特別 ◎ 

林 
生活産業

常任 

公共施設対策
特別 

立

道 

生活産業
常任 ○ 

ICT活用対策
特別 

柏

木 
総務常任 

公共施設対策
特別 

小

島 
施設常任 

ゼロカーボン
シティ推進対

策特別 

 

今
年
度
の
国
保
料
決
ま
る 

モ
デ
ル
世
帯
（
親
子
３
人
、 

所
得
２
０
０
万

）
で
35
万
円 

 

先
行
き
見
通
せ
る
支
援
打
ち
出
せ 

物価高騰 
ますます深刻 

 

憲法記念日街頭宣伝 

ジェンダー平等を 

市に要請する党市議団 

滋賀県民メーデー 

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
！
県
議
団

と
宣
伝
・
対
話
に
取
り
組
み

ま
し
た
（
28
日
、
膳
所
駅
前
） 

５月１日メーデー。「８時間

働けばふつうに暮らせる社

会へ」党市議団も声を合わ

せました。 

存権）を生かして「自己責任」政

治を転換することが問われてい

ると強調しました。 

 石堂予定候補も、平和をぶ

れずに貫く日本共産党を伸ば

して！と訴えました。 
 写真提供：滋賀民報社 



 
 余

金
を
積
み
増
し
、
５
億
円
を

超
え
る
繰
越
と
な
る
見
込
み
で

す
。
協
議
会
で
は
委
員
か
ら
も
、

も
っ
と
下
げ
ら
れ
る
の
で
は
、

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

国
は
、
国
民
の
強
い
声
に
押

さ
れ
、
４
月
か
ら
未
就
学
児
に

か
か
る
均
等
割
分
の
半
額
補
助

を
始
め
ま
し
た
が
、
大
津
市
は
、

他
自
治
体
の
よ
う
な
上
乗
せ
の

軽
減
も
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

物
価
の
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
続
く
収
入
減
な
ど
、
低
所
得

者
の
多
い
国
保
加
入
者
の
生
活

は
深
刻
で
す
。
い
ま
す
ぐ
に
で

も
保
険
料
の
引
き
下
げ
が
必
要

で
あ
り
、
減
免
制
度
の
創
設
も

含
め
、
引
き
続
き
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
。 

 

今
年
２
月
、
市
立

大
津
市
民
病
院
の
医

師
が
大
量
退
職
す
る
と
い
う
報

道
が
あ
り
、
市
民
、
患
者
の
不

安
を
招
き
ま
し
た
。
市
民
病
院

は
、
重
症
の
コ
ロ
ナ
患
者
を
受

け
入
れ
る
滋
賀
県
唯
一
の
第
１

種
感
染
症
指
定
病
院
で
も
あ
り
、

影
響
は
深
刻
で
す
。 

 

市
民
病
院
を
市
直
営
か
ら
独

立
行
政
法
人
に
し
た
２
年
後
に

も
産
科
医
、
救
急
医
の
大
量
退

職
、
産
科
の
閉
鎖
と
い
う
事
態

が
起
こ
り
ま
し
た
。
赤
字
解
消

が
最
優
先
課
題
と
さ
れ
、
昨
年

か
ら
は
医
師
へ
の
退
職
勧
奨
も

行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
は
、
４
月
か
ら
新
院
長
が

就
任
し
、
市
も
一
体
と
な
り
医

師
確
保
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
お
も
と
に 

政
府
の
医
療
費
削
減
策 

 

今
回
の
問
題
の
根
本
に
は
、

医
師
・
看
護
師
な
ど
を
少
な
く

抑
え
、
病
床
を
削
減
し
、
医
療

費
を
削
ろ
う
と
す
る
国
の
医
療

政
策
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
そ
の

弱
さ
、
貧
し
さ
が
あ
ら
わ
に
な

り
、
医
療
従
事
者
の
過

重
労
働
、
医
療
に
か
か

れ
ず
多
数
の
命
が
失
わ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。 

 

国
の
こ
う
し
た
医
療
政
策
が

続
く
限
り
、
医
師
確
保
の
困
難

は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

国
民
の
命
と
健
康
を
守
れ
る

医
療
体
制
を
確
保
し
充
実
さ
せ

る
政
治
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
今
度

の
参
議
院
選
挙
で
も
公
約
に
位

置
付
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

党
市
議
団
も
、
県
や
大
津
市

を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
国
に

「
入
院
ベ
ッ
ド
の
削
減
中
止
」

「
医
療
従
事
者
の
確
保
」
を
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 

日本共産党大津市会議員団ニュース 2022年5・6月号 

 

５
月
10
日
、
党
市
議
団
は
、
大
津

市
北
部
で
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
取
り

組
む
青
木
豊
明
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

比
良
川
の
施
設
で
は
、
流
水
の
１
％

を
取
水
し
、
再
び
川
に
戻
し
て
水
を
還

流
さ
せ
発
電
。
用
水
路
な
ど
に
設
置
で

き
る
簡
易
発
電
装
置
も
見
学
さ
せ
て
い

分
あ
り
ま
す
。
青
木
さ
ん
も
「
公
共
施

設
な
ど
で
大
い
に
推
進
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。 

 

地
球
温
暖
化
が
国
際
的
課
題
と
な
っ

て
か
ら
30
年
以
上
、
青
木
さ
ん
の
設

備
も
06
年
か
ら
発
電
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
原
発
・
火
力
発
電
に
し
が
み

つ
き
、
再
エ
ネ
の
普
及
が
進
ま
ず
、
大

津
市
の
取
り
組
み
も
遅
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
市
議
会
に
も
党
市
議
団

比良川の上流から細い管で取水
して発電し、下流で比良川に返
します 

水路で使える 
簡易発電装置 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
は

自
然
・
生
活
環
境
へ
の
影

響
が
少
な
く
、
太
陽
光
の

弱
点
で
あ
る
夜
間
も
発
電

で
き
ま
す
。
川
が
多
く
水

６日（月）  議案提案（請願提出〆切り 12時） 27日（月） 予算常任委員会 

14（火）～20（月）  一般質問 28日（火） 特別委員会 

21日（火） 予算常任委員会 ７月４日（月） 討論・採決 

22日（水）23日（木） 常任委員会 

 
会場は大津市役所です。インターネットで中継、録画もご覧いただけます。 

※請願の締め切りは、６日正午です。請願の提出には、紹介議員が必要です。お気軽にご相談ください。 

（
オ
モ
テ
面
の
続
き
） 

大
津
で
も
急
ぎ
再
エ
ネ
拡
大
を 

マイクロ水力発電に取り組む市民を訪問 

こんなに細い

水路でも発電

が可能 

市民病院
問題 

が
求
め
た
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
の
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
導
入
を
加
速
さ
せ

る
た
め
奮
闘
し
ま
す
。 

の

豊

か

な

大

津

市

で

は
、
導
入
可
能
性
が
十




